
　
環
境
に
優
し
い
建
物
を
増
や
し

地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
た
め
、

市
で
は
、
十
一
月
か
ら
建
築
物
環

境
配
慮
制
度
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
札

幌
）
を
開
始
し
ま
す
。
 

 
こ
の
制
度
は
、
市
内
に
建
て
ら

れ
る
大
規
模
な
建
築
物
の
、
環
境

に
対
す
る
配
慮
の
度
合
い
を
公
表

す
る
も
の
。
今
後
は
、
一
定
規
模

以
上
の
建
物
の
建
築
主
に
自
主
評

価
の
提
出
を
義
務
付
け
る
と
と
も

に
、
市
は
そ
の
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
伝
え
て
い
き
ま
す
。
 

 
建
築
資
材
の
ほ
か
、
換
気
や
断

熱
を
は
じ
め
と
す
る
建
物
の
室
内

環
境
な
ど
も
分
か
り
ま
す
の
で
、

今
後
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
な
ど
を

買
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
際
に
、

こ
の
評
価
結
果
を
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当

2（
２１１
）２
８
７
９
 

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

十
月
か
ら
新
た
に
夜
間
対
応
型
訪

問
介
護
が
始
ま
り
ま
す
。
 

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
定
期
の
夜

間
訪
問
に
加
え
、
通
報
に
応
じ
た

緊
急
訪
問
を
行
う
も
の
。
こ
れ
ま

で
手
薄
だ
っ
た
夜
か
ら
早
朝
の
時

間
帯
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
利
用
者
の
不
安
や
家
族
の

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
 

　
利
用
に
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
介
護

事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
介
護
保
険
課
2（
２１１
）２
９

７
２
 

建
築
物
環
境
配
慮
制
度
が
始
ま
り
ま
す 
環
境
に
配
慮
し
た
建
物
を
公
表
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夜
間
や
早
朝
の
介
護
に
対
す
る
不
安
を
解
消
し
ま
す 

夜
間
対
応
型
 

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
 

NEWS
02
NEWS
03
NEWS
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室内環境などの建物の品質や、環境への負担軽減
策などを総合的に評価し、5ランクに区分して公表
します。延べ面積が5,000 ※以上の大規模建築物
を建てる場合に、評価の届け出を義務付けています。 
※50戸マンション程度の建物 

公表までの流れ 

ホームページアドレス 
www.city.sapporo.jp/kankyo/casbee

利用料（自己負担額） 

基本料 　 　１カ月1,018円 

定期の訪問　1回354円 

緊急の訪問　1回591円（1人対応） 
　　　　　　　　　794円（2人対応） 

 

 

夜間対応型訪問介護サービスの内容 

1.夜間に介護員が定期訪問 
夜間の決められた時間に介護員が訪問し、安否の確認や排せ
つの介助などを行います。 

2.夜間の連絡・通報が可能 
ボタンひとつで通報・通話が可能
な「ケアコール端末」を貸し出し。
夜間でも介護員と速やかに連絡
を取ることができます。 

3.緊急時には迅速に対応 
利用者の緊急通報があった場合、介護員がすぐに自宅を訪問し、
必要な介護サービスを提供します。 

※ケアコール端末の通話料は全額自己負担 

対象要介護1以上の方 
申込担当ケアマネージャーに 
　　ご相談ください 
 

1 2 3 4

建物の環境性能を5段階評価で公表 建物の環境性能を5段階評価で公表 

評価の 
ポイント 

省エネルギー・省資源 
自然エネルギーを利用しているか。 
環境負荷の少ない資材を 
使用しているか 

1

2 緑化 
敷地内に緑が 
たくさんあるか 

雪処理 
十分な除雪スペースが 
確保されているか 

雪処理 
十分な除雪スペースが 
確保されているか 

3

建築主 札幌市 
あっAランクだわ。 
このマンションに 
決めましょう！ 

市に提出 公　表 閲　覧 自主評価 

キ

ャ

ス

ビ

ー

 

ケアコール端末 
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